
第
三
十
六
条
の
四
十
六

（
略
）

第
三
十
六
条
の
四
十
六

（
略
）

前
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に

従
い
行
う
研
修
（
以
下
「
養
育
里
親
更
新
研
修
」
と
い
う
。）を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い

行
う
研
修
（
以
下
「
養
育
里
親
更
新
研
修
」
と
い
う
。）を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
略
）

（
略
）

前
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に

従
い
行
う
研
修
（
以
下
「
養
子
縁
組
里
親
更
新
研
修
」
と
い
う
。）を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い

行
う
研
修
（
以
下
「
養
子
縁
組
里
親
更
新
研
修
」
と
い
う
。）を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

第
三
十
七
条

法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
十
七
条

法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

第
三
十
七
条
の
二

法
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号
ニ
た
だ
し
書
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
同
号
ニ
本
文
に
規
定
す

る
認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
都
道
府
県
知
事

が
法
第
四
十
六
条
第
一
項
そ
の
他
の
規
定
に
よ
る
報
告
等
の
権
限
を
適
切
に
行
使
し
、
当
該
認
可
の
取
消
し
の

処
分
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
保
育
所
の
設
置
者
に
よ
る
業
務

管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
保
育
所
の
設
置
者
が
有
し
て

い
た
責
任
の
程
度
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該
保
育
所
の
設
置
者
が
当
該
認
可
の
取
消
し
の
理
由
と
な
つ
た
事
実

に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
係
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
二

法
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号
ニ
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号
ニ
本
文
に
規

定
す
る
認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
都
道
府
県

知
事
が
法
第
四
十
六
条
第
一
項
そ
の
他
の
規
定
に
よ
る
報
告
等
の
権
限
を
適
切
に
行
使
し
、
当
該
認
可
の
取
消

し
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
保
育
所
の
設
置
者
に
よ
る

業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
保
育
所
の
設
置
者
が
有

し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該
保
育
所
の
設
置
者
が
当
該
認
可
の
取
消
し
の
理
由
と
な
つ
た

事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
係
る
も
の
と
す
る
。

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号
ホ
た
だ
し
書
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
同
号
ホ
本
文
に
規
定

す
る
認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号
ホ
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号
ホ
本
文
に

規
定
す
る
認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

第
三
十
七
条
の
五

法
第
三
十
五
条
第
八
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
保
育
所
に
関

す
る
同
条
第
四
項
の
認
可
の
申
請
に
係
る
当
該
保
育
所
の
所
在
地
を
含
む
区
域
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

六
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定
め
る
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

に
お
け
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
係
る
利
用
定
員
の
総
数
（
当
該
申
請
に
係
る

事
業
の
開
始
を
予
定
す
る
日
の
属
す
る
事
業
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
施
設
事
業
開
始
年
度
」
と

い
う
。）に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
同
法
第
十
九
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区

分
に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

支
援
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
区
域
に
お
け
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
係
る

必
要
利
用
定
員
総
数
（
申
請
施
設
事
業
開
始
年
度
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
同
法
第
十
九
条
第
二
号
及
び
第
三

号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
既
に
達
し
て
い
る
場
合
又
は
当
該
申
請

に
係
る
保
育
所
の
設
置
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
場
合
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
五

法
第
三
十
五
条
第
八
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
保
育
所

に
関
す
る
同
条
第
四
項
の
認
可
の
申
請
に
係
る
当
該
保
育
所
の
所
在
地
を
含
む
区
域
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
第
六
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定
め
る
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）に
お
け
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
係
る
利
用
定
員
の
総
数
（
当
該
申
請
に

係
る
事
業
の
開
始
を
予
定
す
る
日
の
属
す
る
事
業
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
申
請
施
設
事
業
開
始
年
度
」

と
い
う
。）に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子

ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
区
域
に
お
け
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
（
申
請
施
設
事
業
開
始
年
度
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項

第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
既
に
達
し
て
い
る
場

合
又
は
当
該
申
請
に
係
る
保
育
所
の
設
置
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
場
合
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
二

法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
援
助
は
、
訪
問
等
の
方
法
に

よ
る
児
童
及
び
家
庭
に
係
る
状
況
把
握
、
当
該
児
童
及
び
家
庭
に
係
る
援
助
計
画
の
作
成
そ
の
他
の
児
童
又
は

そ
の
保
護
者
等
に
必
要
な
援
助
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
二

法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
は
、
訪
問
等
の
方

法
に
よ
る
児
童
及
び
家
庭
に
係
る
状
況
把
握
、
当
該
児
童
及
び
家
庭
に
係
る
援
助
計
画
の
作
成
そ
の
他
の
児
童

又
は
そ
の
保
護
者
等
に
必
要
な
援
助
と
す
る
。

第
四
十
条

法
第
五
十
六
条
の
四
の
二
第
二
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
十
条

法
第
五
十
六
条
の
四
の
二
第
二
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

市
町
村
整
備
計
画
交
付
金
（
法
第
五
十
六
条
の
四
の
三
第
二
項
の
交
付
金
を
い
う
。
次
号
及
び
次
条
に
お

い
て
同
じ
。）の
額
の
算
定
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
も
の

四

市
町
村
整
備
計
画
交
付
金
（
法
第
五
十
六
条
の
四
の
三
第
二
項
の
交
付
金
を
い
う
。
次
号
及
び
次
条
に
お

い
て
同
じ
。）の
額
の
算
定
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

五

そ
の
他
市
町
村
整
備
計
画
交
付
金
の
交
付
に
関
し
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
必
要
と
認
め
る
事
項

五

そ
の
他
市
町
村
整
備
計
画
交
付
金
の
交
付
に
関
し
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項
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